
工夫した点は、主に２つあります。
1つ目は、触り心地を良くした点です。
生地は、肌触りが良く、ずっと撫でていたくなるようなソフトボア素材を選びました。
また、足やお尻の部分は握ったときにフワフワするように綿の量を調節しました。

2つ目は、付ける向きを変えると表情がかわる目のパーツを作った点です。
上下左右に向きを変えるとで表情が変わるパーツをいくつか作りました。
1つのパーツで様々な表情を作れることに気付き、楽しんでほしいと思います。

【アピールポイント】
このぬいぐるみは、「パーツを変えて遊ぶ」以外の遊び方が決まっていないので
子ども自身で遊びを展開することが出来ます。
お人形遊びやおままごとはもちろん、自分の気持ちを誰かに伝えたい時の手段としても使えます。
また、細かいパーツの付け外しによる手先の発達が見込めるのもアピールポイントの一つです。
このぬいぐるみを通して、遊びを展開することの楽しさを知ったり、健全な発育の手助けになったり
してほしいと思います。
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